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多様な病態に対応可能な肝疾患の
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連絡協議会参加者（医師・事業/事務担当者）向け研修会
政策研究班からの進行状況 の報告（25 分 質疑込み）

7月19日（金）
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演題発表内容に関連し、筆頭および共同発表者が開示すべきCOI関係にある企業等
として、

①顧問： なし

②株保有・利益： なし

③特許使用料： なし

④講演料： なし

⑤原稿料： なし

⑥受託研究・共同研究費： なし

⑦奨学寄附金： なし

⑧寄附講座所属： なし

⑨贈答品などの報酬： なし

利益相反 開示

発表者名：江口 有一郎



【研究目的】

1. 肝Coの養成の方法や養成後のスキルアップ方法、配置場所に応
じた効果的な活動の方法、コーディネーター間での情報共有や
連携がしやすい環境を整備する

2. 各医療制度の活用の地域間・施設間格差を無くし、均てん化に
資する方策について具体的に検討する

3. 多様な病態である肝疾患患者等が、各種の医療制度を利用しな
がら適切な受検・受診・受療・フォローアップ行動に結びつく
よう、肝Co等の人材の活動を補助する資材を開発する

肝Coの育成と活躍の推進の支援や活動状況を把握し、情報
共有や連携しやすい環境整備に努める事が重要と示された

令和４年改正 肝炎対策基本指針



中央部門
是永・竹内（国立国際医療研究センター）

北海道地区
大原（北海道大） 東北地区

宮坂（岩手医大）

甲信越地区
佐藤・井上（山梨大）

関東地区
内田（埼玉医大）
芥田（虎ノ門）
玉城（武蔵野赤十字）
池上（東京医大）

中部地区
玄田（順天堂静岡）

北陸地区
 平松（福井県済生会）

関西地区
飯島（兵庫医大）

四国地区
河野（徳島大）

中国地区
日髙（済生会山口）

九州地区
井出（久留米大）
高橋（佐賀大）
田中（熊本大）

沖縄地区
前城・新垣（琉球大）

非ウイルス部門
川口（久留米大）
前城・新垣（琉球大）
高橋（佐賀大）
藤井（大阪公立大）

評価・開発・展開部門
裵（ハイズ・慶應義塾大）
平井（大阪大）
米澤（東京肝臓友の会）
市田（ウイルス肝炎研究財団、研究協力者）
高橋（日本肝臓学会企画広報委員会）
川久保（佐賀大）

班員の医療機関等の職種や配置が異なる全国の肝Coが研究協力者として参画

全国レベルで４部門が連携してチームを構成（敬称略）

肝Co部会（協力者）
會田（東京医大）
堀口（埼玉医大）
寺本（虎ノ門）
橋本（福井済生会）
立木（徳島）
中原（福岡）
矢田（佐賀）
野村（熊本大）
砂川（琉球大）



1
肝Coの養成方法と習得状
況の評価

全国的に基礎となる養成要項および地域特
性に応じたオプショナル要項の策定と具体
的な養成方法と資材の開発

習得状況を評価する方法提示

2
肝Coのスキルアップ方法
と技能向上の評価

スキルアップ方法の検証と全国的に基礎と
なるスキルアップ要項や地域や職種に応じ
た具体的なスキルアップ方法の提示及び資
材開発

技能向上の評価方法提示

3

適切な配置場所や理想的
な配置数の設定と多職種
から構成された肝Coの連
携による効果的な活躍

地域の実状や職種に応じた適切な配置場所
と理想的な配置数の設定

多職種から構成された肝Coの連携による効
果的な活躍方法の提示

4
肝Coの本来業務における
役割・付加価値・「ある
べき姿」

職種別、配置場所別の肝Coに求められる本
来業務における役割や付加価値の検証

肝Coの「あるべき姿」の具体的な指針の提
示

5
肝Coの知識面・活動度合
等の質的な評価と改善策

知識面・活動度合等の質的な評価方法（職
種別、配置場所別）の策定

評価に応じた改善策の提示

6

多様な病態を呈する肝疾
患全体や各種医療制度の
活用推進をコーディネー
トできる肝Coの適切な養
成

7

全国的な活用に資する英
文ないし和文の原著論文、
研究班で収集した論文集
等の国内外への発信

令和５年度 令和６年度 令和７年度

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開現状調査・課題抽出

課題解決への
アクション

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション

提言・発信・
展開

評価方法の提示

評価方法の提示

指針の提示

改善策の提示

提言・発信・展開

テーマ 目標



令和５年度：現状調査と課題抽出

5/10全体キックオフミーティング
（初年度、3か年の方向性とマイルストーン、ゴールの合意形成）

6月 都道府県調査のご共有

患者・患者会Co部会 4/20〜開始（「活動ガイドブック」R6年度の完成に向けて）

9/13 第1回 班会議（Co養成：方法・評価・認定期間等）

5/12〜肝炎ウイルス研究財団（相談員研修会のCo研修としての活用に向けて）

7月〜「肝胆膵」肝Co特集号の企画開始 2月号発刊

6月 JSH(59)

MSS

11月 JSGE(112)九州 12月 JSH-W(45)

MSS MSS

肝Co部会

1/18 第2回 班会議
（Coスキルアップ：方法と評価等）

厚生労働省

1/26 是永班



現在までの進捗報告



山梨県 佐賀県 徳島県 茨城県 埼玉県 福井県 熊本県 兵庫県 福岡県 東京都 沖縄県
回数 １回 1回 2回 1回 1回 1回 1回 2回 ２回 一回 1回
募集期
間

R5/8/21～9/8 11/7～11/21
R5/7/27～8/25②

12/4～1/26
R510月末～11/６ 養成日2か月前～ 5/31～9/15

① 5/1～6/9②
7/24~8/18

10/6～10/25
未実施（これから
実施予定）

日程 R5/ 9/11～10/2 12/18～1/10
①令和5年9/4②令和

6年2/4
R5/11/24～12/7 10/8 9 11月14日 9月2日 9月17日

①6/12~/7/31 ②
12/15～1/ 19

①6/23～7/8②
9/1~9/15

11/8～12/6 2024/2/2（仮）

仕分
け？

一部制 仕分けなし 一部制 2部制 一部制 一部制 一部制 一部制 2部制 一部制

講義様
式

WEBオンデマンド WEBオンデマンド 現地 Web(You Tube)配信 現地 オンデマンド＋現地 現地
WEBLIVE+オンデマ

ント
WEBオンデマンド WEBオンデマンド WEBオンデマンド 集合研修（現地）

総時間 480 382 250 180 295 115 140 180 286 155 140 195 210 235

試験

2023年10月5日
（木）18：30～

19：30（受付17：
30開始）

なし、アンケート
回答

試験/：アンケート
(Google Fome)

現地/３０分 現地/３０分
現地/Foｒｍｓで回
答 15分程度

現地/10-15分程度 アンケート回答
視聴後、レポート

の提出

オンライン確認テ
スト＋アンケート

回答

オンライン確認テ
スト＋アンケート

回答
なし

r5program-iryoico.pdf 
(saitama.lg .jp)

r5program-
chiikico.pdf 
(saitama.lg .jp)

基礎講義動画研修
オンデマンド

実践研修 現地
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kenkou/ke
nkou/kanen_senryaku/R5nendo_youseikensyu.html

医療Co 医療Co 医療Co 医療Co 医療Co 地域Co 医療Co 医療CO 医療Co 医療Co 医療Co 医療Co 対策Co 医療Co

項目 ウイルス性肝炎 60B型肝炎 30
徳島県の肝炎対
策

10肝疾患の基礎 60
「肝炎ウイルス
と肝疾患の病
態」

20
肝疾患の病態、
治療方法につい
て

45肝臓総論 11Coとは 30基調講演 DVD 46
肝炎友の会兵庫
支部活動案内

10肝疾患総論 30
東京都の肝炎対
策、肝炎医療費
助成制度等

45
東京都の肝炎対
策、肝炎医療費
助成制度等

60
ウイルス性肝炎
について

30

脂肪性肝疾患
（NAFLD/アル
コール性肝疾

患）

60C型肝炎 30ウイルス性肝炎 40
ウイルス性肝炎
総論1・2

60
「肝炎ウイルス
マーカーの読み
方」

20
患者心理につ
いて

20慢性肝炎 14
症例から学ぶCo
の使命

10
B型肝炎、C型肝
炎

30
肝疾患と臨床検
査

15
肝炎医療コー
ディネーターの
役割

30
ウイルス性肝炎
の基礎知識と受
検・受診勧奨

60
ウイルス性肝炎
の基礎知識と受
検・受診勧奨

60
沖縄県の肝炎対
策について

30

肝硬変/自己免
疫性肝疾患

60
NAFLD あらため
MASLD

20肝硬変、肝がん 40
茨城県の肝炎治
療費助成制度等

40
「肝機能検査値
の読み方」

20
仕事と治療の
両立について

30肝硬変 20患者会の講義 25脂肪肝 30
肝炎医療Coの役
割

15医療費助成制度 20

肝炎患者の精神
的ケアとその家

族の悩みへの対
応

30

肝炎患者の精神
的ケアとその家

族の悩みへの対
応

30
肝Coの役割・総
論

45

肝癌の内科的治
療

60
肝疾患と糖尿病
療養指導土の関
わり

10特別講演
肝炎医療コー
ディネーター総
論

20
「肝臓の画像診
断」

20
埼玉県の助成
制度につい

20肝がん 20
患者会の方との
座談会

20肝硬変 20肝がん 15
肝臓病の食事療
法について

20
仕事と治療の両
立支援・職域健
診

30
仕事と治療の両
立支援・職域健
診

20患者会講話 20

肝癌の外科的治
療

60肝がん・肝硬変 30

①肝炎医療
コーディネー
ターステップ継

続のために忘れ
てほしくないこ
と

40

B 型肝炎の抗ウ
イルス療法」

20 脂肪性肝疾患 10
肝疾患の最新情
報

15肝がん 20
肝炎医療Co活動
事例

15
肝疾患の検査に
ついて

20肝炎患者の声 30
職場における肝
炎に関する理解
促進のために

20
慢性肝疾患、肝
硬変患者への対
応

45

肝疾患患者のケ
ア

60
アルコール性肝
障害節酒指導

30

②地域の疾病
対策は多職種共
同でしか進まな
い

B 型肝炎の再活
性化とその対

策」
20 肝疾患の検査 10

質問コーナー・
試験解説

30
熊本県における
肝炎対策

15B型再活性化 15
肝疾患治療にお
ける薬剤と薬剤

師の取り組み
20 肝炎患者の声 20

生活習慣起因
（ALC、脂肪
肝）の肝疾患に
ついて

45

肝疾患に関する
公的医療制度、
両立支援

60

肝疾患に関する
佐賀県の現状と
助成制度につい
て

40
肝炎医療コー
ディネーターの
役割

30
C 型肝炎の抗ウ
イルス療法」

20
肝機能を調べる
血液検査

20
愛知県における
肝炎ウイルス検
査の現状

20
患者Coができる
こと

20

1ヶ月間オンデ
マンド配信あり。
こちらは任意視
聴のため認定に
は関係なし。

職場における肝
炎に関する理解
促進のために

20肝Coの活動報告 20

肝疾患の現状と
肝炎対策、肝疾
患コーディネー
ターについて

60
肝炎医療コー
ディネーターの
役割

40
グループディス
カッション

90 NAFLD 、 NASH 20
肝疾患治療にお
ける主な使用薬
剤

15
歯科における肝
疾患コーディ
ネーターの役割

20
パネルディス
カッション

50B型肝炎 30 肝炎患者の声 20

ウイルス性肝炎
の感染性

30
「埼玉県の肝炎
助成制度につい

て」
30 肝臓病の栄養 13

熊本県歯科医師
を対象とした肝
炎に関するアン
ケート結果につ
いて

10 C型肝炎 30

肝炎患者の声・
相談事例

50 ビデオ上映 45
福井県の肝炎対
策について

13

肝疾患コーディ
ネーターについ
て、活動内容な
ど

15 肝硬変 30

肝疾患と栄養 30

B 型・ C 型肝炎
の最新の話題、
医療制度につい
て」

60

パネルディス
カッション
「肝疾患啓発に
おける「ニー
ズ」と「シー
ズ」ーマッチン
グにおける肝Co
の役割」

60

運動指導 30
「ポケヘパ」

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/19375/r5program-chiikico.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/19375/r5program-chiikico.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/19375/r5program-chiikico.pdf
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kenkou/kenkou/kanen_senryaku/R5nendo_youseikensyu.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kenkou/kenkou/kanen_senryaku/R5nendo_youseikensyu.html


1
肝Coの養成方法と習得状
況（確認テスト等）の評
価

全国的に基礎となる養成要項および地域
特性に応じたオプショナル要項の策定と
具体的な養成方法と資材の開発

習得状況を評価する方法提示

2
肝Coのスキルアップ方法
と技能向上の評価

スキルアップ方法の検証と全国的に基礎
となるスキルアップ要項や地域や職種に
応じた具体的なスキルアップ方法の提示
及び資材開発

技能向上の評価方法提示

3

適切な配置場所や理想的
な配置数の設定と多職種
から構成された肝Coの連
携による効果的な活躍

地域の実状や職種に応じた適切な配置場
所と理想的な配置数の設定

多職種から構成された肝Coの連携による
効果的な活躍方法の提示

4
肝Coの本来業務における
役割・付加価値・「ある
べき姿」

職種別、配置場所別の肝Coに求められる
本来業務における役割や付加価値の検証

肝Coの「あるべき姿」の具体的な指針の
提示

5
肝Coの知識面・活動度合
等の質的な評価と改善策

知識面・活動度合等の質的な評価方法
（職種別、配置場所別）の策定

評価に応じた改善策の提示

6

多様な病態を呈する肝疾
患全体や各種医療制度の
活用推進をコーディネー
トできる肝Coの適切な養
成

7

全国的な活用に資する英
文ないし和文の原著論文、
研究班で収集した論文集
等の国内外への発信

令和５年度 令和６年度 令和７年度

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

評価方法の提示

テーマ 目標

C型肝炎の講義について

佐賀 Y S F

医療 地域 総論 各論

1肝臓の解剖 ※（肝硬変） 〇 〇

2肝臓の機能 〇

3肝障害の原因とメカニズム 〇

4肝臓病の診断 〇

5肝炎の種類 〇

6C型肝炎の発見 〇 〇

7感染経路 〇 〇 〇 〇 〇

8潜伏期間 〇

9感染リスクの高い行為、低い行為 〇

10自覚症状 〇

11検査を受ける場所 〇

12ウイルスの型 〇

13ウイルスの種類 〇 〇

14ウイルスの構造 〇 〇

15ウイルスの遺伝子 〇 〇 〇

16キャリア率 〇

17自然経過 〇 〇 〇 〇 〇

18慢性肝炎 〇

19肝硬変 〇

20C型由来の肝硬変 〇

21C型由来の肝硬変（変遷） 〇

22C型由来の肝がん（変遷） 〇 〇 〇 〇

23線維化と肝がんの関連 〇

24HCV抗体陽性の考え方（診断） 〇 〇 〇 〇 〇

25低力価・中力価・抗力価 〇 〇 〇

26病態の進行と血小板数 〇

27陽性者の対応 〇 〇



1
肝Coの養成方法と習得状
況（確認テスト等）の評
価

全国的に基礎となる養成要項および地域
特性に応じたオプショナル要項の策定と
具体的な養成方法と資材の開発

習得状況を評価する方法提示

2
肝Coのスキルアップ方法
と技能向上の評価

スキルアップ方法の検証と全国的に基礎
となるスキルアップ要項や地域や職種に
応じた具体的なスキルアップ方法の提示
及び資材開発

技能向上の評価方法提示

3

適切な配置場所や理想的
な配置数の設定と多職種
から構成された肝Coの連
携による効果的な活躍

地域の実状や職種に応じた適切な配置場
所と理想的な配置数の設定

多職種から構成された肝Coの連携による
効果的な活躍方法の提示

4
肝Coの本来業務における
役割・付加価値・「ある
べき姿」

職種別、配置場所別の肝Coに求められる
本来業務における役割や付加価値の検証

肝Coの「あるべき姿」の具体的な指針の
提示

5
肝Coの知識面・活動度合
等の質的な評価と改善策

知識面・活動度合等の質的な評価方法
（職種別、配置場所別）の策定

評価に応じた改善策の提示

6

多様な病態を呈する肝疾
患全体や各種医療制度の
活用推進をコーディネー
トできる肝Coの適切な養
成

7

全国的な活用に資する英
文ないし和文の原著論文、
研究班で収集した論文集
等の国内外への発信

令和５年度 令和６年度 令和７年度

現状調査・課題抽出
課題解決への
アクション 提言

発信
展開

評価方法の提示

テーマ 目標

C型肝炎の講義について
佐賀 Y S F

医療 地域 総論 各論
28検査（抗体検査） 〇
29検査（RNA検査）
30検査コアタンパク 〇
31検査（サブタイプ） 〇
32検査（肝生検） 〇
33検査（フィブロスキャン） 〇
34検査（MRIエラストグラフィ） 〇
35検査（FIB4） 〇
36治療（治療の種類） 〇 〇
37治療対象者 〇 〇
38治療（検査薬） 〇
39治療（治療の変遷） 〇 〇 〇 〇
40治療（変異株） 〇 〇
41治療（DAAの構成） 〇 〇 〇
42治療（効果） 〇 〇 〇
43治療（癌抑制効果） 〇 〇 〇 〇
44治療（適応） 〇
45治療（治療薬の種類） 〇 〇※3種 〇
46治療（治療薬の選択（非代償性・慢性肝炎） 〇 〇 〇
47治療（判定不能、下のタイプ3～6） 〇
48治療（HD,CKD) 〇 〇
49治療（副作用） 〇
50治療（併用禁忌薬） 〇
51治療（説明資材） 〇
52治療（効果判定）SVRについて 〇 〇
53治療（癌治療後のウイルス排除） 〇



1. 肝Coの活動促進を促すため複数の全国レベルの学会での肝Coを中心としたメ
ディカルスタッフセッションを開催し、全国での活動共有を促進。多くの肝
Coの活動の共有に資する事例の場を設けることができた。第60回日本肝臓学
会総会で特にスキルアップ研修会に関する議論を中心に開催。

2. 患者Co部会での活動ハンドブック制作開始。

3. 患者Co講義記録集の完成。

4. 主に拠点病院等で活躍の実績がある肝Coによる肝Co部会を立ち上げ、他県の
Co養成研修会の差異についての質的調査を開始し、また肝Co部会メンバーに
よる拠点病院でのスキルアップ研修会等への開催支援を開始。

5. 「兵庫モデル」等の構築継続に向けた支援を実施し、モデル事業促進にむけ
ての取り組みを開始。過疎地や島嶼地方における肝Co活動支援のため、沖縄
地区をモデルとして離島肝Coの活動促進における支援を開始した（「沖縄モ
デル」）。

6. 「肝胆膵」令和6年2月号で特集号を発刊（特別編集委員として総括）

初年度の成果概要











スキルアップ開催のタイプ分類（矢田案）

基礎をしっかり系

（講義）

応用系

（グループワーク・事例検討）

創造発展系

（講義とグループワーク）

メリット

知識の取得と更新

WEB開催可能

幅広く参加可能

活動につながる

連携の強化

多方向での意見交換

活動につながる

連携ができる

知識の取得と更新

多方向での意見交換

デメリット
活動につながりにくい

一方向の情報発信

知識のアップデートができない

参加者の負担（移動等）

参加人数の制限

参加者の負担（移動等）

参加人数の制限

主催側の負担大

開催時間
短（ただし、オンデ

マンドは長い傾向）
長い 長い

開催負担・

難易度
易 難 超難

習得状況の

把握
難 易 易



What

How

肝炎医療コーディネーターのスキルアップを考えるマトリックス

矢田ともみ案（改変）

創造発展系

（講義とグループワーク）

応用系

（グループワーク・事例検討）

基礎をしっかり系

（講義）



What

How

肝炎医療コーディネーターのスキルアップを考えるマトリックス

矢田ともみ案（改変）

創造発展系

（講義とグループワーク）

応用系

（グループワーク・事例検討）

基礎をしっかり系

（講義）

伸び代満載系
（未来がある）



1.「Co配置の最新状況とその配置への工夫、配慮」

2.「うちの都道府県の自慢の研修項目、自慢の職種」

3.「うちの都道府県の活動を促進する工夫や自慢」

4.逆にCo養成やスキルアップでの悩み（マンネリ化、人財不足、

予算不足など）

5.組織や人財育成への工夫や考え方など

6.その他、問題点や残された課題

班会議（2025年1月予定）での拠点病院部会の
班員からのご報告（案）



今年度の成果物の目標



１−１）昨年度から未完成の職種別マニュアルの完成



１−２）ポケットマニュアルの改訂



例題および相談事例提起方式

発祥の地、肝Coの故郷である、山梨県での項目をベースに、他の地
域でのカリキュラム、講義事項も加え、過去問のご提供の協力いた
だいた問題を「あくまで参考に」、「例題があって、その解説」と
いう感じで「気楽に解いてみよう」というスタイルの教材。

➢ 「例題および相談事例式」としたのは、ただの教科書の見本では
なく、今後の様々な形での活用へのヒントになることを想定。

➢ 項目選び、項目追加や体裁は、パターン化して、先生方に過負荷
にならないように分担を依頼予定。

２）「確認テスト過去問を参考にした学習支援教材
 （項目、難易度分け）作成」



➢ 拠点Hpや自治体向け

➢ 肝Co部会の協力者の皆様の協力が不可欠。（矢田が孤軍奮闘して
おりますので、お力添えをお願いできればと思います。）

３）スキルアップ研修会開催サポートブック・肝Coサポートシステム



肝Co主導型スキルアップ研修会
サポートプログラム

『肝Coサポートプログラム』

矢田ともみ 會田美恵子 立木佐知子 橋本まさみ

池上正 江口有一郎



02 研修テーマとゴールの設定 研修会開催にあたり4つの目標を設定

今後の自走化のため、あくまで主体は開催県の肝Coとし、
他県肝Coはアドバイス、相談役となる。

01 満足度と自信

参加者の参加目的が達成できる内
容の検討

02 活動への展開

研修会終了後にすぐに実践に移せる
具体的な活動内容の習得

03 研修を楽しむ

参加者も企画者も研修を楽しんで
もらうこと

04 仲間づくり

顔の見える関係作りと連携の強化





これは現在、皆様方の多大なご協力のもと進行中で、部会
の開催も６月２７日をご予定いただきました。

４）患者肝炎医療Co活動ガイドブックやバッジ



➢ 先日の「肝胆膵」（アークメディア）がおかげ
さまで、大変、好評。

➢ これまでの学会演題へ「書いてください」方式
ではなく、医学総説雑誌の「ご執筆依頼」とい
うスタイルで、これまでのメディカルスタッフ
セッションで発表された演題から２０演題ほど
を選んで、肝炎医療Coの方とその組織の肝臓専
門医の協力でのご執筆を依頼したいと考えてお
り、市田隆文先生、アークメディアさまにもご
相談中（7月25日、第１回目会議予定）。演題
の選定に関しては、班員や共同演者を務められ
た先生方に演題選定のようにご依頼しますので、
ご協力をお願いします。

５）最新版肝炎医療コーディネーター活動事例ハンドブック



➢ 項目を絞って、主なものを紹介。

➢ 養成研修会の開催募集の際にリンクを貼っていただいたり、養
成研修会やスキルアップ研修会のその日の開講までの待ち時間
に流す、院内のデジタルサイネージに流す、などのいろいろな
使い方を想定。

➢ 英語バージョンも作りたい。

（なお、このご示唆は先日の是永班での是永先生から頂戴しまし
た！ありがとうございます。）

６）動画コンテンツ「肝炎医療コーディネーターって何？ど
んなことをするの？」の１０分ほどの動画作成



７）研究班ホームページ リニューアル





10万人当たり
25.3人



８）最後、最も重要なこと。論文執筆による発信。



➢ ロコメディカル江口病院でFibroScanなどの研修を受けていただき、
ブルキナファソでの肝炎啓発を行っているNGOのピースウィンズの
稲葉先生（ガイヤの夜明けとかに出ておられる、災害医療で有名な
災害対策医）とパスツールの島川先生からの写真。

➢ 特に医師や専門医が不足している途上国で肝炎医療Coは非常に非常
に期待されるシステムと評価されている。Co班がまだ是永班の１部
門だったときに作ったフラグがモンゴルでも使用されていたが、海
を超えて、遠い遠い西アフリカのブルキナファソで掲げられている
写真を拝見して、胸が熱くなりました。

ありがたい展開







西アフリカのウイルス学専門家が小城市の病院を
訪問佐賀県独自の肝炎予防策を学ぶ【佐賀県】
2023/7/22, 23









肝疾患啓発の切り札「肝ちゃん」の妹について





最高身長165cmまで

肝美（かんみ）ちゃん
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